
LGS FRONTIER
NEWSLETTER

 名古屋大学 博士課程教育リーディングプログラム

フロンティア宇宙開拓リーダー養成プログラム
 Leadership Development Program for Space Exploration and Research

Vol.07
2016 August

第 ７ 号

LGSフロンティア宇宙 ニュースレター

３月にはプログラム１期生の修了を無事迎えることが
できました。2015年度１年間を振り返ります。

2015年度年間活動報告
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ご挨拶

本の自動車メーカーが創り出したビジネスジェット

機「ホンダジェット」は、今や本社を置くアメリカ

ばかりでなく、世界の広い地域で販売が開始され、そのユ

ニークな姿がみられるようになっています。ただ、生みの

親日本ではまだその雄姿がみられないのが残念ですが。ホ

ンダジェットでやはり一番目を惹くのは、主翼の上部に掲

げられたエンジンです。これは、単なるデザインアピール

ではなく、飛行機が高速で飛行するときに問題となる造波

抵抗を緩和し、空力性能向上という積極的な機能を果たし

ています。その基本となった研究成果は、下記の学術論文

に記載されています。

　この論文の著者である藤野道格さんこそが、ホンダ エア

クラフト社 社長兼CEOであり、ホンダジェットのスケッチ

から始めて、機体の空力設計、エンジンの開発を含む設計、

製作、試験、認可、販売に至るまで総てにおいてリーダーシッ

プを発揮して、グローバル市場で大きな存在感を発揮する現

状にこぎつけた最大の功労者です。

　藤野さんは、上記業績等が認められ、2014年に東京大学

から博士（工学）の学位も取得しています。この学術的な裏

付けが、ホンダジェットの技術的価値をさらに高め、またア

メリカ航空宇宙学会（American Institute of Aeronautics and 

Astronautics, AIAA）等の学会への積極的コミットメントによ

り、さらに業界での identityを高めています。まさに、日本

が生んだイノベーションが世界展開するに至った、この分野

では稀な事例です。

　この例に、フロンティア宇宙開拓リーダー養成プログラム

の目指すところが示されていると思います。まず、どの分野

であっても、まず博士研究者としてしっかりとした実力を身

に着け、研究成果を挙げ、その出口は時間の助けも借り、自

ずと見えてくるのではないかと思います。プログラム履修生

の皆さんのみならず、我々教員も含めて、志を高くもって、

素敵な未来をイノベーションしましょう。

日

たち2015年度学生委員はフロンティア宇宙開拓リー

ダープログラムの学生代表として８名のメンバー

（当時D3：2名、D2：3名、D1：1名、M2：1名、M1：1名）で、

教職員の方との協力のもと、学生間あるいは教員・講師の

方との間で交流を深めると共に様々な話題について活発な

議論を行う場を提供してきました。昨年度は2015年６月よ

り新たに本プログラムに加入した「新プログラム生との交流

会」に始まり、外部講師と学生との意見交換・交流を目的と

した「コーヒータイム」（一昨年度から継続）、さらに学生企

画特集として「LGS FRONTIER NEWS LETTER, vol. 5, 2015」を

発行しました。年末には「Social gathering」として本プログ

ラムに所属する様々な国籍・専門分野の学生が集まり情報

交換をした他、各種説明会にプログラム生代表として参加

するなど、年間を通して活動してきました。

　各種イベントを通じて新たな“関係作り”に至った例もあ

ります。「コーヒータイム」では外部講師によるセミナー後

に講師の先生と直接議論することができます。これを機に

議論が発展し、講師の先生と継続的に連絡を取り合う学生も

でてきました。また、「Social gathering」では工学部・理学部

それぞれの学生が自らの研究成果を披露するだけではなく、

留学生との交流を通

じて自国／他国の文

化や習慣に関する理

解を深めました。こ

のように僕たちの活

動をきっかけとして

新たなつながりが生

まれています。

　上記成果を継続的に達成するためには活動内容・成果を次

年度に引き継ぐことが重要です。そこで僕たちは学生委員の

年間活動を記録したWikiページを新たに作成しました。本プ

ログラムでは学生自らが主催者となりセミナーやイベントな

どの学生企画を実施することが推奨されています。各種手続

きや予算など学生企画を実施するに当たり必要なことをまと

め、昨年度の学生委員活動をcase studyとして掲載していま

す。僕たちの活動が今後引き継がれ発展していくことで学生

間あるいは教員・講師の方とのコミュニケーションが促進さ

れることを期待しています。

僕

プログラム デュピティ
コーディネーター

工学研究科 教授  

佐宗 章弘

学生委員　

工学研究科 航空宇宙工学専攻 D2

市原 大輔

Social gathering の風景

M. Fujino and Y. Kawamura, Wave-drag characteristics of an over-the-wing 
nacelle business-jet configuration. Journal of Aircraft. 40(6) :1177-1184 
(2003).
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2015年度年間カレンダー

2015/4/9

2015/4/14

2015/4/10-7/24

2015/4/16-7/23

2015/4/15

2015/4/13-30

2015/4/15, 20

2015/5/14 , 15

2015/5/25-29

2015/6/5

2015/6/23-25

2015/7/1

2015/7/7 , 8 , 14

2015/7/10

2015/7/21-8/10

2015/8/6

2015/8/6 , 7

2015/9/2

2015/9/9,10,15-17

2015/9/24

2015/9/29

2015/10/13

2015/11/3

2015/11/11,12

2015/11/14,15

2015/11/20

2015/12/11

2016/1/12-28

2016/1/13 , 18

2016/1/21

2016/2/5

2016/2/13

2016/2/17

2016/2/22-26,
2/29,3/1

2016/3/2

2016/3/24

2015年度ChubuSat実践プログラムキックオフミーティング／
2014年度開発実践フェーズ最終報告会

2015年度履修生向けガイダンス
＆インターンシップ説明会

ものづくり講習会「ものづくり実践講座：プラズマ・イオン
プロセスによる薄膜製造技術とトライボロジー特製の評価」

宇宙研究開発概論

最先端エネルギー技術セミナー（リクルートセミナー）

ものづくり講義「素粒子宇宙物理のための実験観測技術入門」

Social Gathering

新履修生募集受付（M1春募集）

フロンティア宇宙採用説明会

ものづくり講習会「実装技術講習」

衛星システム講義（英語）、超小型衛星開発・利用講習（英語）

ChubuSat実践プログラム2015年度ミッション提案フェーズ中間報告会

ものづくり講習会「プリント基板加工機実習」

採用式

ものづくり講習会「電子回路製作実習」

ものづくり現場見学「トヨタ自動車 元町工場」

D1秋入学編入受付

企業戦略セミナー

ものづくり講習会「FPGAトレーニングコース」

学生企画リーダー養成セミナー

ものづくり講習会「ものづくり実践講座：振動切削」「ものづくり
実践講座：自動化技術」「ASICトレーニングコース」

確定申告セミナー

ChubuSat実践プログラムミッション提案フェーズ最終発表会

リーディング大学院合同シンポジウム

衛星開発利用講習群：構造設計・解析講習（日本語）

学生リトリート

学生企画リーダー養成セミナー

Social Gathering

新履修生募集受付（M1冬募集＆D1春編入）

フロンティア宇宙採用説明会

企業戦略セミナー

宇宙飛行士 山崎直子氏 講演会

企業における技術戦略セミナー

ChubuSat-2 打ち上げ成功

衛星システム講義（日本語）、超小型衛星開発・利用講習（日本語）、
熱設計・解析講習（日本語）

NASAミッションマネージャーScott A. Higginbotham氏特別講義

年次報告会

2015/4/9 ■ChubuSat実践プログラム推進室

■学生支援室    ■産学官連携室
■国際連携室

■コースワーク運営室

■アドミッション室

■先端技術室

●学生企画    ■国際連携室

■アドミッション室

■アドミッション室

■先端技術室

■コースワーク運営室

■ChubuSat実践プログラム推進室

■先端技術室

■アドミッション室   ■学生支援室

■先端技術室

■先端技術室

■アドミッション室

■アドミッション室

■先端技術室

●学生企画   ■コースワーク運営室

2015/9/4 テクノフェア名大2015

■先端技術室

■事業推進室    ■国際連携室

■ChubuSat実践プログラム推進室

●学生企画  

2015/10/24,25 博士課程リーディングフォーラム2015 ■教育推進委員会

■コースワーク運営室

●学生企画   ■学生支援室

●学生企画   ■コースワーク運営室

●学生企画  
■アドミッション室

■アドミッション室

■アドミッション室

■コースワーク運営室

■アドミッション室

■ChubuSat実践プログラム推進室

■コースワーク運営室

■ChubuSat実践プログラム推進室

■事業推進室  ■教育推進委員会
■産学官連携室2016/3/3-5 種子島宇宙センター見学

■教育推進委員会

■先端技術室
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2015年度年間活動記録

本プログラムではリーダーシップ・トレーニングとしてインターンシップや学生企画イベント、独創的研究経費募集などの様々

な取り組みを行っております。この 1年間の活動から学生の皆さんの声をお届けします。

インターンシップ
インターンシップは、本プログラムで重点的に育成しようとしている能力が、企業においてどのように発揮されているかを現

場で学び、また海外に赴いて国際コミュニケーション能力を現地で磨く、本プログラムの特徴的活動です。

015年４月-６月の約２ヶ月間、アイルランドのコー

ク・カレッジ大学（UCC）で海外インターンシップを

実施する機会を頂きました。そこでは、Dean Venables

教授の元でいくつかの多環芳香族炭化水素の反応生成物

のエアロゾル粒子による光学特性を調べるというテーマ

に取り組みました。また、名古屋大学で筆者が開発した

装置についても議論し、今年度初めに共著論文を出版す

ることができました。アイルランドでの研究生活は毎日

が刺激的で、学生・教授も関係なくフランクに意見交換

を行い活発に議論していました。また、国民投票による

同性婚法可決や、研究室以外でできた多くの友達と会話

する中で、人種差別や性差別、宗教の違いなど日本では

体感できない各国の抱える問題も身近に感じました。

「さぁ、次はどんな常識をぶっ壊してやろうか」そんな

バイタリティー溢れる街を後にして、改めて海外イン

ターンシップは研究だけでなく人生にも生かせる貴重な

経験ができたと実感しました。

２

ランチパーティー直後の様子

インターンシップ

は３ヶ月間、国内企業にて「新基幹ロケット搭載

用テレメータ送信機の開発」というテーマでイン

ターンシップを行いました。研修では ５人 １ 組のチーム

に配属され、毎日の定例会議で進歩状況の報告および議

論を行いながら仕事をさせていただきました。その結果、

予定したすべての工程を終了し、私の成果をまとめた報

告書をお客様に納品することができました。

　このような開発業務を通して、開発のノウハウ・考え

方を学びました。また同時に、足りない知識や経験が浮

き彫りになり、企業が博士に求める創造力や問題解決能

力などの資質を肌で感じました。

　会社には様々なバックグランドをもった方がおり、私

は業務を通して多く方のお話を伺いました。これにより、

より多彩なものの見方ができるようになったと実感して

います。本プログラムのインターンシップ制度は博士の

キャリアパスを広い視野をもって考え、残りの学生生活

の課題を明確にする上で、非常にいい機会となりました。

インターンシップ

私

毎朝の定例会議風景

理学研究科  素粒子宇宙物理学専攻  D3　中川 真秀

理学研究科  素粒子宇宙物理学専攻  D2　馬場崎 康敬
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“宇宙飛行士に学ぶチーム・ビルディング術” 　講師：林 公代 氏 （宇宙ライター）

学生企画リーダー養成セミナー
各界のリーダーによる体験談及びそれを基にした意見交換を行いリーダーとしての幅広い知識を得る機会として開催される

リーダー養成セミナーですが、そのうちでも特に学生自ら企画することで企画力やマネジメント力を養うことを目的としたも

のが学生企画リーダー養成セミナーです。

独創的研究活動経費
将来的に産官学における研究開発プロジェクトのリーダーとして活躍するための自己研鑽としてプログラム生が自発的な研究

を行うことを推奨し、また研究開発に伴う競争的資金の獲得に対する訓練の機会を提供することを狙いとしています。課題申

請は一般研究と装置開発研究に分けられています。平成27年度に採択された幾つかの課題を紹介します。（次頁へ）

の外は生身では生きられない「死の世界」。そん

な極限環境で働く宇宙飛行士が厳しい訓練を通

して身に付けるチーム・ビルディング術を実践的に学ぶ

ため、本企画を開催しました。チーム・ビルディングと

は「複数のメンバーが個々の能力を最大限に発揮しつつ、

共通した目標に向かって進む効果的な組織づくりの手

法」。大学内に限らず、企業等でも必要とされるスキル

です。宇宙飛行士の活動に精通する林公代氏をお招きし、

チーム・ビルディング方法や訓練に関する講義の後、月

面滞在中の緊急事態を想定したグループワークを行いま

した。参加者の方は「チーム内でどのように振る舞えば

パフォーマンス向上につながるか」という新たな視点を

得られたのではないでしょうか。セミナーの企画にあた

り「何を学ぶか」というゴールを明確化し、講師の方と

共有することがとても重要です。ゴールに向けて講義の

内容、グループワークの手法を選択していくことで、セ

ミナーをより充実させることができると思います。

窓

グループディスカッションの様子

理学研究科  素粒子宇宙物理学専攻  D2　佐治 重孝

工学研究科  航空宇宙工学専攻  D1　小田切 公秀

は、三菱電機先端技術総合研究所にて３ヶ月間の

インターンシップを実施しました。 衛星搭載機器

の基礎研究グループに所属し、“画像ブレ補正鏡”（高解

像度撮影が必要な衛星において振動によるブレを抑える

ための可動鏡）の調整と性能評価を行いました。実習で

は、制御工学などの基礎学習と実機の調整・評価を並行

して進めました。本インターンシップでは、研究所の雰

囲気が大学の研究室と似ていたことが最も印象的でし

た。例えば論文を探りつつ研究を進めたり、中には国際

学会で成果報告する方なども いらっしゃいました。一方

で、特許や企業秘密などといっ

た知的財産の取り扱いは非常に

注意深く行われており、基本的

に秘密になることが少ない大学

での研究との違いも実感しまし

た。インターンシップを通して

技術的な経験が得られたほか、企業研究所の環境を肌で

知ることができました。このことは、今後他の企業につ

いての話を聞く際にも大いに参考にできる材料だと考え

ています。

インターンシップ

学生企画リーダー養成セミナー

私
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私
理学研究科  素粒子宇宙物理学専攻  D2　奥平 琢也

は昨年度と今年度に独創的教育研究活動経費を

活用して研究をしています。現在は茨城県の加速

器施設J-PARCで中性子を使った基礎物理実験を行なっ

ており、経費は主にJ-PARCで使用する実験装置の開発

や旅費などに使用しています。

　学生が研究経費を獲得する最大の魅力は、研究室など

に縛られず自分の研究のために自由に経費を活用できる

ことにあると思います。通常、学生は研究室の先生が獲

得した研究経費に依存して研究を進めるため受動的にな

りがちですが、自ら研究経費を獲得すると自分の判断で

能動的に研究を進める機会が増え、研究者としての自覚

や責任感が生まれま

す。同時に自分が研

究をコントロールす

るという面白さやや

りがいがあり、非常

に良い経験になると

思います。

　学生がこのように

自由に研究をできる環境を与えられることは非常に恵ま

れていると思いますので、今後も責任を持って有意義に

研究生活を進めていきたいと思います。

J-PARCでの実験準備の様子

独創的教育研究活動経費 / 一般研究

T
工学研究科  航空宇宙工学専攻  常 新雨（CHANG Xinyu）

he Grant for Original Research is set up by Leading 
Graduate School (LGS) “Leadership Development 

Program for Space Exploration and Research” to support 
students to carry out original and creative researches on 
their own. The grants provided by LGS will help students 
to exercise the leadership through conducting their 
independent researches. Every year, students have 
opportunities to compete for the grants, winning 
students can utilize this grant to promote their research.
  I applied this grant (the instrument research and 
development category) in 2015 and fortunately passed 
the paper and oral examination, receiving about 
1,200,000 yen as the research expense.   S ince I  

have researched an 
ambitious thermal 
control device for 
future spacecraft: 
multiple loop heat 
p ipe (MLHP) ,  my 
goal was to develop 
an advanced MLHP 
and figure out its 

operating characteristics. Demonstration experiments 
under thermal vacuum environment and establishment 
of accurate mathematical models were carried out. 
Figure 2. presents the thermal vacuum chamber, the 
MLHP was wrapped with multi-layer insulation. The 
dark, low temperature(-180℃), low pressure(10^(-5)Pa) 
environment was simulated there. The ammonia was 
charged as the working fluid. Since it was the first time 

of me to utilize the ammonia as working fluid for MLHP 
and conduct the thermal vacuum test. All the thing did 
not go smoothly at the first. The problems was finally 
solved by several trials and I achieved my goal. 
  This project pro-
vided me an exer-
cise opportunity to 
compete for  the 
g r an t ,  wh i ch  i s  
necessary for the 
researcher. In the 
oral examination, 
the interviewers 
discussed the originality and feasibility of this research 
with me kindly and gave me several useful advice. The 
expense acquired from this project made my research 
plan available. I utilized the expense to process and 
purchase the advanced test equipment which can 
acqui re  the  accurate  data .  The  test  resu l t  and 
calculations in this research helped me to learn more 
operating characteristics of MLHP. This grant, as a 
travelling expenses, also supported me to participate 
the domestic and foreign conferences.  In those 
conferences,  I  have presented my research and 
exchanged ideas with other researchers, learning the 
new ideas. Since I will continue my research on MLHP in 
this year, I have applied the grant in this year, too. It is 
really an opportunity that can both promote the 
research and make self-improvement. I  strongly 
recommend other students to compete for this grant.

独創的教育研究活動経費 / 装置開発研究

1. Nagano Lab's thermal vacuum chamber

2. MLHP and the inside of  
thermal vacuum chamber
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2015年度年次報告会&修了証授与式開催
　2016年３月24日に理学南館坂田平田ホールにおいて本プ

ログラムの年次報告会が開催されました。プログラム責任

者である國枝理事・副総長の挨拶、コーディネーターの田

島教授による全体報告の後に、学生による報告として

ChubuSat実践プログラムの活動やインターンシップなどの

プログラム報告や学生委員、リトリートなどの学生主催活

動の報告がなされました。

　年次報告会に引き続いて修了証授与式が行われ、本プロ

グラムの第１期修了生として７名に修了証が授与されまし

た。彼ら１期生はM2の冬に本プログラムに採用され、本来

５年間かけて修了するプログラムを博士研究と並行させつ

つ３年間の短い期間で修了までこぎつけました。

　午後からはプログラムのアドバイザリーボード委員でも

あるKonstantinos Kontis 英グラスゴー大学教授より「Blue 

Sky, Green Skies, and Reclaiming our Space」のタイトル

での特別講演会を開催しました。夕方からは履修生によるグ

ループワークとしてプログラムを改善するための討論会を行

いました。

　丸１日に渡ったイベントはプログラム履修学生や新年度か

ら新たにプログラムに参加する学生が参加し、全て英語での

発表及び議論となりました。学生の英語力が年々向上してい

ることも実感できる年次報告会となりました。

独
理学研究科  素粒子宇宙物理学専攻　三谷 憲司

創的教育研究活動経費を活用して、米国のサン

フランシスコで行われたAmerican Geophysical 

Union Fall Meetingに参加しました。本学会は地球惑星

物理学分野における最大規模の学会の一つで、世界中の

プロフェッショナルな研究者が集まり意見を交わす貴重

な機会です。私は本学会において ‘Deeper and earlier 

penetrations of oxygen ions than protons into the inner 

magnetosphere observed by Van Allen probes.’ という

タイトルでポスター発表を行いました。

　私の研究では米国のVan Allen Probes衛星のデータを

使用していますが、そのミッションチーム研究者とは普段

なかなか直接議論する機会がありません。こうした学会

の発表機会を利用してVan Allen Probesミッションチー

ムの研究者に自身の研究発表を聞いてもらい解析方法や

解析結果を受けての考察に対して意見をもらえたこと

で、その後の研究に大きく寄与させることができました。

　また、大きな会場でのポスター発表は自分から声をか

けて聞いてもらうことが多いため、積極的に海外の研究

者とコミュニケーションをとらなければいけませんでし

た。この経験は、英語に臆せず積極的にコミュニケーショ

ンを図ることの重要性を学ぶ良い機会となりました。

ポスターセッションの様子

討論会において学生同士の議論の様子Kontis 教授の特別講演会の様子

独創的教育研究活動経費 / 一般研究

年次報告会
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2015年 学生の受賞記録／新任教員紹介

2015年の１年間に学生が学会などにおいて受賞した記録で

す。おめでとうございます。

学生の受賞記録

　皆さん、初めまして。この３月に着任した西本です。前職

の日経BP社では編集/コンサルティング職として、航空宇宙

やロジスティクス、IT、先端技術、産学連携（大学/大学発ベ

ンチャー）、MOT（技術経営）、技術評価、調査事業などに携わっ

ていました。LGSフロンティア宇宙ではリーダー養成セミ

ナー（LDS）と宇宙研究開発概論を担当しています。今秋から

はグローバルリーダー研修もお手伝いします。マスコミ時代

は「人に会うこと（取材）」が仕事でしたので、LDSでは各分野

で活躍しているイノベーターを講師にお招きします。

　それはさておき、私はアマチュアの「Bush Pilot」です。

アラスカでは陸上/水上、どちらにも降りられるPilotを

「Bush Pilot」と呼びます。ライセンスは米西海岸のロング

ビーチで1995年に「Single Engine Land（陸上単発機）」を、

2003年にはアラスカのアンカレッジで「Single Engine Sea（水

上単発機）」を取得しました。これまでの総飛行時間は256時

間ほどで、最近は２～３年に一度、アラスカで水上機を飛ば

すのが楽しみです。文字通り、時々、“地に足が着かない” 私

ですが、よろしくお願いします。

新任教員紹介

2016年度最初の発刊ということで、2015年度の

まとめを中心に編集を進めました。活動を学生の

側から紹介してもらえるよう、今後も学生執筆記

　　　　　　事を多めにしていく方針です。（KH）

編集後記

工学研究科
特任准教授 

西本 一郎

ときどき地に足着かぬ「BUSH PILOT」です?! 

2015/12/11

中川 真秀

第３回
先端計測技術の応用
に関するシンポジウム
最優秀学生賞

2015/3/24

柴山 拓也

日本物理学会
第70回年会

日本物理学会領域２
学生優秀発表賞

2015/4/17

田口 正人

日本航空宇宙学会 
第46期 定時社員総会
および年会講演会
優秀発表賞

2015/11/9

市原 大輔

第52回 日本航空宇宙学会
関西中部支部合同秋季大会

最優秀学生賞


